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１. はじめに 

砂地盤のセメント改良において、同一配合条件であっても、現地改良土の強度が室内改良土の強度の 2～3
倍になることは稀でない。１）．この原因は、以下のような室内配合試験時の供試体の作製にあると考えられる。 

（１） 飽和した土にセメントスラリー（水セメント比 60～100％）を添加・混合した際に、型枠内で土粒子が先

に沈降し、ブリージング水中にセメント粒子が残存する（最終的には供試体上面にセメント分がたまる）。この

ため、土中の間隙に混入されるべきセメント分が少ないことになる。 
（２） セメントスラリーを添加した土は型枠に入れる際にほとんど流し込む状態になり、土粒子は非常にゆる

い状態の供試体となる（振動を加えて詰めるとブリージング水が多くなり、セメント分がより多くブリージン

グ水に移行する）。 
そこで、従来法とは異なる考えを基にした供試体作製法（「提案法」と記す）を提案し検証したので報告する。 
 

２. 砂質改良土の供試体作製における基本的

な考え方 
図-1は従来法および提案する2つの方法（A

法、B 法）による供試体作製の基本的な考え

方を示している。 
 
３. 原地盤の湿潤密度、含水比の決定手順 
図-2 に、原地盤における湿潤密度、含水比

の供試体での決定手順を示す。 
（１） 試料土を乾燥させた上で、団粒化して

いる粒子をほぐす。 
（２） 圧密容器のコックを開け、脱気水を下

から注水（ポーラスストーンの表面に来るま

で）する。この状態で、容器重量を測定する。 
（３） 圧密容器に乾燥させた土を詰める。詰

め方は砂の最小密度試験における供試体作成

方法に準じて行う。この状態で重量を測定す

る。 
（４） 圧密容器のコックを開け、圧密容器の

下から脱気水を注水し、試料を飽和させる。

飽和後、コックを閉じて重量及び含水比 wｂ

を測定する。 
（５） 飽和させた試料土を圧密試験機にセッ

トし、ｐ = 0 ～ 196 kN / m2 の範囲で段階載

荷圧密（圧密時間 10 分）して各載荷段階での

沈下量から排水量を求め、有効土被り圧での

湿潤密度ρt 、飽和含水比 wａを計算する。 
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４. 提案における供試体の作製 
提案法における供試体の作製は、上記３.の原地盤の湿潤密度、含水比に基づく土を準備し、JGS 0821「安定処理

土の締固めをしない供試体作製方法」に従って供試体を作製する。 
５. 提案法の検証 

（１） 土質試験 
検証の対象としたサイトは砂地盤であり、その土層構成は上層、中層、下層に分かれる。トリプルチューブサン

プラーで採取した土に対して土層区分をした上で各土層の土質試験を実施した。各土層の土質性状を表-1 に示す。 
（２） 圧密試験 
 各土層の代表的な圧密試験結果を図-3に示す。 
表-1に、各土層の自然含水比と、土かぶり圧に応じた平均圧密

前含水比wb、平均圧密後含水比waを示す。 
（３） 室内改良土の供試体の作製・試験 
 3 つの方法で確定した材料をそれぞれ準備し、JGS0821 に従

って改良土供試体を作製した。材令 28日において、改良土供試

体の一軸圧縮試験を行い、供試体の湿潤密度、含水比、一軸圧

縮強さを整理した。 
（４） 改良土コアの採取 
 土の採取を行った近傍で施工した改良杭から材令 28 日直前にコア

採取を行い、これらを整形してコア供試体とした。これらのコア供試

体に対して一軸圧縮試験を行い、供試体の湿潤密度、含水比、一軸圧

縮強さを整理した。 
（５） 検証結果 

表-2および図-4に、室内改良土と現地改良土の湿潤密度ρt、含水比

ｗ、一軸圧縮強さｑu を比較している。これらの図表より、(1)提案法

A（室内改良土）は現地改良土に比較して、ρt 、ｑuは近い値を示す

（ｗは提案法の方が低い）(2)従来法（室内改良土）と現地改良土のρt 、
ｗ 、ｑu は大きく異なる(3)従来法のｑu に比較して、提案法（A 、B）のｑu は 2～4 倍大きい(4)提案法 B（室内

改良土）は現地改良土に比較して、ｗは近い値を示すが、ρt 、ｑuはやや小さめの値を示すことがわかる。 
提案法Aは砂の配合試験における供試体作製方法として妥当と考えられるが、含水比を低めに評価していること

から、安全側に提案法Bを採用することも十分考えられる。今後、明確な結論を得るためにもデータの蓄積が必要

である。 
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表- 2 一軸圧縮試験結果 

図- 4 一軸圧縮試験結果 

図- 3 土の圧密試験結果 

表- 1 用いた土の性状 
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